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慣
行
水
利
権
と
は
ど
の
よ
う
な
水
利
権
か
。

【
定
己
慣
行
水
利
権
と
は
、
水
の
事
実
上
の
支
配
を
も
と
に
社
会
的
に
承
認
さ
れ
た
権
利
で
、
主
に
か
ん
が
い
用
水
の
利
用

に
つ
い
て
社
会
慣
行
と
し
て
成
立
し
た
水
利
秩
序
が
権
利
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

河
川
法
上
の
取
扱
い
は
、
河
川
法
施
行
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
旧
河
川
法
施
行
規
程
第
十
↓
条
第
一
項
に

よ
っ
て
旧
河
川
法
第
十
八
条
の
流
水
の
占
用
の
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
水
利
権
を
、
河
川
法
に
よ
る
水
利
使
用

の
許
可
処
分
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
旧
河
川
法
施
行
〈
明
治
二
十
九
年
）
前
か
ら
の
流
水

占
用
は
河
川
法
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
し
て
、
慣
行
水
利
権
を
河
川
法
に
位
置
付
け
て
い
る
。

同
様
に
、
普
通
河
川
に
存
ず
る
慣
習
上
の
水
利
権
は
、
法
第
八
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
普
通
河
川
が
一
級
河
川
、

二
級
河
川
ま
た
は
準
用
河
川
の
指
定
を
受
け
た
時
点
に
お
い
て
、
法
第
二
十
三
条
の
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
慣

行
水
利
権
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。

前
者
の
慣
行
水
利
権
に
あ
っ
て
は
新
法
施
行
の
日
か
ら
二
年
以
内
に
、
後
者
の
慣
行
水
利
権
に
あ
っ
て
は
一
級
河
川
、
二

級
河
川
ま
た
は
準
用
河
川
の
指
定
が
あ
っ
た
白
か
ら
一
年
以
内
に
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
様
式
に
よ
り
、
流
水
占
用
の

目
的
、
占
用
し
て
い
る
流
水
の
童
、
占
用
の
た
め
の
施
設
等
を
河
川
管
理
者
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
旧
河
川
法
が
適
用
さ
れ
、
も
し
く
は
準
用
さ
れ
た
河
川
、
普
通
河
川
管
理
条
例
が
し適
用
さ
れ
た
河
川
、
ま

た
は
一
級
河
川
、
ニ
級
河
川
も
し
く
は
準
用
河
川
が
指
定
さ
れ
た
河
川
に
つ
い
て
は
、
そ
の
適
用
、
準
用
ま
た
は
指
定
以

後
、
新
た
に
慣
習
上
の
水
利
権
が
成
立
す
る
と
と
は
な
い
。

な
お
、
慣
行
水
利
権
に
つ
い
て
は
、
許
可
水
利
権
に
比
べ
、
そ
の
権
利
内
容
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
く
、
他
の
水
利
使

用
に
よ
る
影
響
の
予
測
、
渇
水
調
整
の
効
果
、
ダ
ム
等
の
建
設
計
画
に
お
け
る
既
得
権
の
評
価
な
ど
を
行
う
場
合
に
も
問
題

会
〔
水
利
追
六
四
・
六
五
〕
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台
〔
水
利
追
六
四
・
六
五
〕

があるので、取水施設の改築、土地改良事業の実施、治

水事業の施行等の機会に許可水利権への切換えハい．わゆ

る慣行水利権の許可化〉を進めるよう取り扱われてい
る。

区 分 （直l級輸河区間川） （指1級定河区間川） 2級河川 J口ι 計

かんがい用水

最大取水量（ぱ／s) 362 2,775 1,010 4,147 

取あ水り量の表示 かんがい面積（ha) 70,083 359,940 104,743 534,766 

内 件 数 a 665 21,756 7,950 30,371 

取は水な量いがのあ表面り示積
かんがい面積（ha) 31.131 448, 394 l 213. 895 693,420 

訳 の表示 件数 b 875 50,731 24,731 76,337 

取示示と水・面も量積にtののなき表し提 件 数 c no 5,781 4,846 10,737 
・．

小前－ かんがい用水＋〈件c 1,650 78,268 37,527 ll7,445 数）d;:a+b

その他用水〈上水・雑用水等〕 e 20 1,010 
2“ 1,294 

合計 総件数 f==d+e 1,670 79,278 37,791 118,739 

〈平成14年度末〉

平
成
十
四
年
三
月
現
在
の
慣
行
水
利
権
の
件
数
等
は
別
表
の
と

お
り
で
あ
る
。
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平成24・年度

第2回l佐世保：市上下水道事業経営検討委員会
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三こ旦豆豆型竺生二二二一一一一一一一一一一一一一一一一一一二二二二二ゴ《書官ti.期拡益主主業医迫

市勢の発展に伴い、 8期に亘る拡張事業により給水区域の拡張を行な

ってきたが、水需要増加に対する版本的な水源開発が緊急な課題となり

、昭和50年度から新たに川棚町川原地先！こ計画され疋石木ダムに新規開

発水量40,000rrU日（当初60,000rrU日〉を確保して施設整備を行う

事業を中山としだ第九期拡張事業を策定し、厚生労働省の国庫補朗の採

択を受けて実施してき疋ところである。 （給水工リアの拡張や下の原ダ

ムの嵩上げ等〉

今回の再評価は、石木ダム建設事業の国庫補助採択に関する部分につ

いて行うちのである。

・石木ダムについて

石木ダムは、二級淘川川棚川水系石木川の長崎県東彼杵郡川棚町岩屋

郷字川原地先に多目的ダムとして建設するもので、川棚川総合開発事業

の一環をなすものである。

ダムは、複合ダム（重力式コンクリートダムとロックフィルダム〉と

して高さ55.4m、総貯水量5.480干m3、育効貯水容量5,180千m3で、

湛水面積0.4km2を育し、下流域の洪水調整、農業用水や淘川の維持用

水の確保など正常な機能の維持、水道用水の供給などを目的とするもの

である。

河川名 2級河川川棚川水系石木川

位 置
長崎県東彼杵郡川棚町
岩屋御地先

形 式 重力式コンクリート

総貯水量 5, 480, 00伽13

有効貯水 5, 180, 00伽13
量

堤 高 55.何

堤頂長 234. Om 
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常時清水位 EL63.3m

利水容量 3,230. OOOm' r＊の正常叫の維持 〕
水道用水

＆低水位 EL44. 2m 
堆砂量 300,OOOm' 

基礎地盤 EL18. 2m 

全体事業費

・佐世保市負担金

28,500,000 （千円）

9,975,000 （千円） （負担率35%)

｜ 佐世保市における慢性的な水源不足の解消 ｜ 

《轟評価，a;).，且姐，： ~旨

水道施設整備事業の効率的な執行・実施過程の透明性の一層の向上を

図るため、事業採択後一定期聞を経過した事業を対象に、社会経済情勢

の変化等を踏まえ、必要に応じて事業の男直し等を行う再評価を実施す

ることにより、水道施設整備事業の適切な実施に資する。

・近年の社会経済情勢の蛮化等を踏まえ、佐世保市第九期拡張事業の再

評価を実施し、事業の妥当性を検証する。

《対象事業》 A

E評価の対象事業については、以下のとおりである

品 随 施設整備に係る国庫補助事業（厚生労働省補助）

串 業費10億円以上の事業

岨事業採択後5年を経過して未着手の事業及び10年を経過して継続中の事業

｜ 第九期拡張事業は再評価対象事業となっている。 ） 

《実施時鳳》

実施時期は、以下のとおりである。

咽j原則5年経過ごとに実施 【前回評価は平成19年度〉

岨社会経済情勢の意識な変化等により事一農の見直レの必要が生じた揚合に

は適宜実施

｜ 第九期拡張事業は再評価実施時期となっている。 ｜ 

＜完成イメージ＞



・1一② 再評価委員会の進め方

《全体の流れ》

《実施体制》

i戸ー笠持吟盤 : 
！＋｜審議 卜ー →｜ 答申 「つ

い効果、必要性・継続、見直し i
い代替案 休止、中止 ’
i・費用対効果 ・理由

・国庫補助事業の実施主体である水道施設整備事業者が行う。

・事業者は、評価に当疋り、 学識経験者等の富三者から鷺胃を臨取するの

・事業者は、再評価の結果を厚生労働省に報告する。

・厚生労働省は事業者が実施レ疋再評価を踏まえ、対象事業の必要性、

効率性及び有効性等の観点から国庫補聞の脳要性、継続の必要性の育無を

判断する。

《評価の内容》

・再評価においては、採択後の事業をめぐる社会経済情勢等の変化、事業の

進捗状況等を踏まえたコスト縮減、代替案立案等の可能性の横討等を行う 0

．事業の概要

・事業をめぐる社会経済情碧等

．事業の進捗状況

・新技術の活用、コスト縮減及び代替案立案の司能性

．費用対効果分析

・対応方針

《評価fl)結果送

・継続 … 現計画による整備が適切であると認められる揚合

・見直し … 事業実施計画、施設規模の見直レが必要と認められる揚合

・休止 … 諸問題の解決に時間を要すると認められる揚合

（事業再開は、再度需要等予測、投資効果分析等を

実施した上で判断する〉

・中止 … 社会経済情勢の急激な蛮化等のため需要等が当初の

見込みと大幅に需離した等の事情により、 事業の効果が

なくなっていると認められる場合

《再主到亜歪量金位進的方ネ

対応 （国庫補助）
の公表

再評価委員会のスケジュールは以下のとおり予定している。

IEヨ冨E司冒Eヨ~毘E

【第一回再評価委員会】

【次回以降の再評価委員会】

0審議事項
・再評価の主旨
－佐世保市の水事情
．過去の経緯
・水需要の見通し

0審議事項
・前回審議結果の

資料修正の報告
・事業の進捗状況
・代替案立案の可能性
．費用対効果
・全体のまとめの審議
．各委員の意見調整

2 



止と旦型型些聖里一 一一
《佐世保市ごの地形血ー続控・

・急峻な山地が市街部伺近まで迫っており、南側はほぼ海に接している。
・その疋め、降った雨が、急峻な地形に沿って、；冨に流出しやすく、大j司川

が形成されて息

／ 

＜佐世保市の地形概況図＞

《佐世保車の地葺曲韓t!
佐世保市周辺の地層は岩盤が主体であり、地下水酒葺に不向き

・市内62箇所でボーリング調査においても有望な地下水開発は困難と結論

’E •21<i首どじで孟I陸自亘1i~な祖揮の鍋下水源はないど問主主担盃 ／ 

《佐世保市白血豆民

・急速な都市の発展（水需要の増大〉に水源開発が追いつかなかった経緯

［明治2持 】縛鎮守樫府閣の島齢 二 L人口：約3干λ I 
［明治27～28年】日清戦争（軍事的価値目E

【坦単桂L豆担主主ff~”か主二重三市”へJ
［明治37～38年】日露戦争（軍事的価値高まる）

【明治41年】山の田ダム建設

【昭和3年］転石ダム建設

【昭和15年】菰田ダム建設

【昭和19年】相当ダム建設

よ晶＊需要増夫1

」
急激に成長

人口：約5万人

の後室急速に成長
【昭和16～20年］太平洋戦争（終戦後、 駐

【昭和25～2日年】朝鮮戦争（急増す晶本需 ニ止り原理不足が深刻化・頒繁に給水帯l眼査実施）

［昭和31年】 Jll谷ダム建設

肩民・遁船・基地倦
【昭和43年】下の原ダム建設

［平成6～7年】未曾有の大渇水（264日間の給水制限最大43時間連続断水）

【平成19年】下の原告rム再開発

【平成19～20年】渇水（160日間の減圧給水制限）

人口：約26万人

水書要が急速に増大 宮亭 水 櫨偉が追いついていない

1担aF盟l

~II. 世＇GP!

眠叫l

QO，曲目
←ーl

・・・ 水利権
ーーー・ ー日最大配水量（J)(JI!イーλ）

ーーー・ 一目平均配水量（J)(i車イーλ）

量三 i:!~~~ ；；；；； r;;:;; ;t ；；；；；； ~~寄 ii i'i ~ ~ :I富喜自民自富主茎由主 E~￥~ 

＜佐世保市の水源開発と配水量実績＞ 3 



1三 三二旦竺宝生主金主主：t!________一一 ｜ 
《佐量保市：の本編議

・安定水源のみでは不足するため、不安定水源も運用している状況0

・安定水源の中でも、水利権水量が確実に取水できない酒川がある。

水道法施行規則

第六条 ＋ 取水に当たって酒川法第二十三条の規定に基づく流水の
占用の許司を！必要とする露合にあっては、当該許可を受けているか、又
は許可を受けることが確実であると見込まれること。

レたがって、水道事業の認司申請の際、水源の確実性の確保のため
『取水が確実かどうかの事情を明らかにする書類』を添柑する必要があ
る。沼川水の場合は泊川管理者の水利使用許司書の写しが必要。 （同規
則第一条の二〉

佐世保市の水源の現況

震
一

ー

提

糊一

ア

橋

日

開
一

1

本

条

棚

0
・

三

四

川

ra 
鳩定安

（ダム〉

・相当
．川谷

・転石

・山の田
．菰田

・下の原

m＿血血~J.B.),

（淘JII) 
・Ill棚川

．相浦川

・IJI森川

【安定水源（水利権）】 j【不安定水源】

j司川法
第二十三条〔流水の占周の許司）では、 Jg）川の流水を占用しようとする奮は淘川管理者の許

可を受ける必要があり、ぞれは、水利使用規則に言う安定水利権の確保が前控室となる。

安定水利権に基づく水源確保が必要
水量

IDB 

［基準渇水涜量】
10年lこ1回程度の規幌
の渇水における河川町
琉量のこと．

東樋梅雨

準附量

安定水利権＋不安定水利権 × 蒜ゐ

1年間で355番目の流量を渇水流量とし、 10年間で最も小さい渇水流量を基準渇
水流量としている。利水計画はこれをベースに検討することが原則である。

したがって、それを上回る水利権は不安定な利水となる。 （渇水のとき取水できな
いリスクが高い。〉

＜平成19年度取水実績図（四条橋）＞

20,000 

｜慣行水利権 f施設飾品）18.000m3／日
18,000 

18000 

14,000 

12.000 
（ ・e 
｝ 

制 10,000
咲
~ 

8,000 

6000 

4,0凹

20田

5月 8月 7月 B月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

月

相浦川の四条橋では、慣行水利権が設定されているが、これは不安定水源である。
実際には、施設能力の18,000m3／日を取水できない状況です。
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1竺 左金 佐世保問将官 ｜ 

・佐世保市が石木ダム建設事業に参画し

た昭和50年以降の36年聞のうち

に、給水制限の実施が4回、給水制

限実施直前まで追い込まれた年が5

回、渇水対策本部の設置などの準備

段階まで移行した年が9回あり、

ちょうど2年に一度の語障？潜水の

世岨に却している状況である。

・昭和53年と平成6年の大渇水では、

聞大で43時間断水 〈二日間で5時

間しか給水しなしりという非常に厳

しい給水制限を強いられ、特に平成

6年では給水制限が組.9.1J.且盟もの

長期に及び、市民生活を始め、企業

経済活動など様々な分野lこ大きな影

響を及ぼした。

・この渇水では、 渇水対箪’E用に約50

盟国を投じることとなった。渇水対

策は、緊急的な7Jての確保などの急揚

を凌ぐための対策であり、施設建設

のように資産が残る事業ではありま

せんので、その後の市の財政に大き

な影を落とすだけの厳しいもので

あった。

給水制限の実施に至った渇水

長.~.1~替用斬？~ ：.智l毘日党ll日毘一

最大43時間断水・制限日数264日間

~盟理E

E百璽－ヨ百・

－軍事置ヨ買・ 減圧給水制限・制限日数8日間

－覇軍陣ヨ芦田 減圧給水制限・制限日数160日間

給水制限の実施直前に南が降って回避できた渇水

－間IE罫置 IE軍司理担冒・ 給水制限実施の2週間前lこ142mmの降雨24時間断水の実施の前日に201mmの降雨

－宮司璽E憲司 －軍曹冨罫E 24時間断水の実施2目前｜こ142mmの降雨給水制限実施の2週間前に65mmの降雨

ml司冨審冨 給水制限実施の10日前に91mmの降雨

渇水対策本部設置などのむ戒体制に移行した渇水

Iii冨fl国国Fm－覇軍E軍司・lllEllR軍司
に
警

備
羽

準
斗

施
雨
除

眠一唯一開

制
前
制

水
る
体

給

入

戒

一日

、i
l
l
i
r
i－
－

J

氾

置

施

法

設

実

茸

の

の

活

部

議

報

本

会

広

策

策

刈

対

対

跡

水

水

制

渇

渇

の

局

局

水

道

道

節

水

水．．． ~湿謹亙・ ... 置E軍事司・ IEifi軍医霊ヨ・

－－置理・ E置盟国璽・~罰－ヨ冒．
※平成7年度1立大渇水とは別の時期（12月）I二再度渇水の危機となったもの。

圃・・・Ml・. 宅置・回12年に一度｛ま渇水の危機に瀕しています雪！
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｜三三ニ主主主2豆芝！..＿＿＿一一一一一一一一一一一一一 一 一 一一一一一寸

《過去の罪評価

・これまで本事業については、平成11年度、平成16年度～平成19年

度に事業評価を行ってきた。

【ヰt成11＇年度］

・審議旬結果、事業の継続が妥当と結論された。

果、事業の継続が妥当と結論された。

一部委員からは、当該事業に着手以来30年が経過し、事

化レていることから、どこかの時点で実現の司能性を判

合によっては、別の道を探る必要があるとの意見ちあっ

【平成24年度】

材会辞苦情豊の密化事事手踏走支で‘理めで司E輩の宰当件多醇価！

（槍耐のポイツト〉：水需要予測の概要

・・E冨覇軍霊童．． 生活用原単位（各人が生活用に使用する水圏〉×給水人口

生活用原単位は、増減要因として世帯人昌世を

抽出レ、相関式を作成して推計した。

E薯覆望書霊園軍司・ より詳細な動向を把握するため、 Jj＼口需要、自

衛隊～米軍、大規模テーマパーク、新規開発事業

といった羊蓉な需事者卸l仁犠計した。

・・.翠軍軍軍・・ より詳細な動向を把握するため、 Jj＼口需要、主

要メーカー、新規開発事業、水産加工団地、テク

ノパーク代替といったキ蓉庇需蓉者則！亡糠計した。

圃R置圃冨彊墨・ 極少量なので、安定給水に配慮し、 室鐘血畳孟

直を将来値とレた。

6 



I ・2一③ 前回再評価以降の水需要の動向 I 

《a水需要lこ影響毒毒~＂た

・前回再評価以降の水需要動向については、平成17年度に引き続き、平成

19年度末に発生しだ渇水や、平成20年度のリーマンショックに伴う経

済の落ち込み等が大きく影響している。

【平成19年末の渇水】

・平成19年7月後半から少雨傾向となり、平成19年11月23日～平成
20年4月30日まで、 ユ阜Q日盟、減圧による給水制限が実施された。

年月日

平成19年 11月15日

＜渇水の経緯＞

主な対応

水道局渇水対策本部設置

減圧給水制限（11月23日～）

時間給水制限（12月15日～）の決定

11月20日 ｜減圧給水制限のチラシ配布

11月23日 ｜温序盤水制面白聞蛤

11月27日 ｜佐世保市渇水対策本部の設置（第1回会議）

12月8日 ｜佐世保市渇水対策本部の設置（第2回会議）

時間給水制限の延期決定

【経済の落ち込み】

・リーマンショックによる鰐漬の落ちi入品｜こ記閃する氷費量喜の圃IJ).

が確認された。

・リーマンミ庁、ヲ （Lehman_Sbock)

平成20年9月、米国第41立の投資銀行であったリーマン・ブラザーズが健所得

者向けの高金利住宅担保貸付け（サブプライム・ローン〉を証券化レた商品を大

量に抱え込んだため、住宅パブル崩壊とともに損失が膨らみ破綻した。

その結果、対米の大手金融機関が連鎖的に経営危機に陥り、世界的に金融不安

が深刻化レた。日本においても、マイナス成長に陥り、デフレが広がっているロ

佐世保市においては、大手造船・舶用機器メーカーが経営破綻した他、各企業

でのリストラ等、経済がj~迷した。

m3／日

74,000 

72000 

70,000 

66,000 

＜有収水量の推移＞

臨罷繍掴
※時間給水制限のチラシは差し止めが間に合わず9目配布 l: 64,000 

平成20年 3月26日 ｜一部（小佐々地区）を除き給水制限の解除

平成20年 4月30日 ｜給水制限の解除

」＝ニ出竿エニ＝＝三一ー

62,000 

60,000 

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 

e；昌水は、水源不足が解消すれば、影響が弱まり、景気は回復すれば、経済

活動が活性化する

・そのだめ、これらは、一時的な減少要因と考えられ、将来的には、水使用

量の回復ち想定する必要がある。
7 



I ・2ー④ 水需給計画の基本的な考え方 ｜ 
《水道法ーの銀皐角、占ゑ
・水道法第一条（この法律の目的〉

（前暗〉遭遇にして霊童盤慶な水の供給を図り、もって公衆衛生の向上と

生活環境の改善とに寄与することを目的とする。
・水道法第二条（責務〉

（前略〉水の適正かつ合理的な使用に閏し邸蓉な髄器容謹じ託けれはなら
主位。

・水道法第十五条（給水義務）

第2項水道事業者は、当該水道により給水を憂ける者に苅し、 重堕主主

棋飴しなければなちない。 （以下略〉

-..l> 
~盟Z国置E置壇画霊園盟置彊圃

【基準渇水流量】
10年lこ1回程度の規

模の渇水における河

川の流量のこと。

・・・・H ・H ・..........哨基筆渇鍬藷量一
安定水利権

河川維持流量

3月 6月 9月 12月

構に曇式の車窓遣を量定し
安定焼脚宅きることe

E トム→i

－気温が羽町い置瑚1玄給水Eがよ興する傾向がある．

・.U！もし〈波大圏目寄で年聞の1日量大給水量を配錯することが..い“

3月 6FI 9月 12月

j《市民j二不可集主主土A

下本姐種区構案文江よ唱下＃jf普及促進

．市町村合併
平成1'7年度以聞こ6つの町と合併（｛H17年』fl畜糊．也知胸、瓢航小佐々防 ［t:!Zt.崎 ］！田町．酎町】

［水道法の露可基準］ ｜ ー II: 合 l 合併地区も水源不足！
｜《水道法施行規則第6条第1項第2号》 11!.it＂併 ｜ 平成23年12月中頃からの少雨

水道事業の統合を I Ill畿地 l傾向により急激に小佐々 地区のダ
前提とした計画である ｜ 給水区域が、同ーの市町村の既存の ｜｜の区 I ｝.，.貯水率が低下し、2月10日！こま

ことが認可の基準とな ｜水道事業との統合について配慮して設 II:: い 道局渇水対策本部を設凪渇
っている。 ｜定されたものであること。 ｜｜な合 い 対策を実施した．

線1ま い「一一一一一一一ー
《実施νた週水対置》

鱈 ．佐々 町からの応盛時水の動ナ入れ・IMの晶画い
・5皇子地区からの枯｝~エリアの拡：；：： ' 

《水道施設設計指針》p;._,,,,,.

・2000年に改訂されて以来、 12年ぶりに改訂。

・新しい指針に沿った施設整備が必要となる。

［水需要予測の位置伯け】

『施設の更新、耐震化・再矯築、鉱張等いかなる施設整備を行う揚合にも常に
基礎となるものであり、各種調査に基づき計画目標を踏まえ計画年次、計画給水

区減、計画給水人口、計画給水量等を定める。』とある。 （基本事項の決定〉
二あらゆる施設、事業の根幹となる整備目標値を定める、ということ。

［新しい指針の特色】
－水道システム全体を視野に入れた施設整備の考え方
．改良・更新の重要性
．リスク管理の必要性

－広域化・公民連慌の合理的な経営に向けた施設整備

・東日本大震災の被害を受け疋設計等の考え方

－広域的な地震被害、大津波による施設の損傷、放射性物質の拡散、電力

不足等のリスク
－想定される災害に対する備え（耐震化、水源の復叡系統化、パックプッ
プ化、応急復旧体制、 BCP （事業継続計画〉等

8 



e；昌水影響の減衰、景気回復、新規需要等より、目標年次の平成36年度において

、育収水量は75,542m3／目、 1日平均給水量は84,685m3／日、 1日最大給水

量はI05.461 m3／日（水源能力II 7,000m3／日〉と予測した。

①育収水量 ＝生活用＋業務営業用＋工場用＋その他用
②有収水量〈新規分込〉＝①育収水量＋新規需要
③1日平均給水量 ＝②育収水量（新規分込〉÷育収率
④1日最大給水量 ＝③1日平均給水量÷負荷率
⑤水源能力（計画取水量〉＝④1日最大給水量÷（100%-10%)

＠水源能力
水源能力については、計画1日最

大給水量に苅レて、安全を男込み設
定するロ
水道施設設計指針によると、計画

1日最大給水量の10%程度とされて
いる。

＠負荷率
実績最f~l直80.3%

ー：：負荷率は1日E重大給水量と1日平
均給水量の比で小さいほど給水量の
巳変動が激レいことを示す。計画上
は安全を考慮して最低値を採用する
ことが般的である。

＠有効率
H36 92.5%を目標

イ育効率は、漏水等を除いた有効に
使用された水量の比率である。

宣告育収率
i育収率は、料金収入の対象となる
水量の比率である。育刻率から、育
効無収率3.4%を差し引いて推計。

e主な新規需要

H25～ 新規事業所
230m3／日

H29～H30 専用水道の統合
1,179m3／日

H27～ 大口需要者 Ci包量〉
4.412m3／日

H30～ 佐世保テクノパーク
403m3／日

H32～ 水産加工団地
770m3／日

H32～ つくち苑跡工業団地
210m3／日

g 



｜三と主立塑空竺型L一一一 一 ｜ 
《盆水一人口のヨE訓》
・給水人口は、コーホート変化率j去をベースに試算。

・給水人口は少子高齢化の影響により、徐々に減少していく予測となっている。：

・目標年度の平成36年度において209,119人と予測した。

（人）

240,000 

230,000 

220,000 

210 000 

200,000 

190 000 

H13 H16 H19 H22 H25 H28 H31 H34 
． 

〈生活眉水量の王週
・給水人口は減少するちのの、生活用原単位の回復に伴い生活用水量は微

増する0

・目標年度の平成36年度において43,290m3／日と予測した。

(m3／日） ｜生活用水量＝生活用原単位×給水人口 ｜

47 000 

46 000 

45,000 

44000 

43,000 

42,000 

41 000 

40,000 

H13 H16 H19 H22 H25 H28 H31 H34 

一一一一一一．．．．．．．．．．．‘ー一一一一一一一一ー－ーー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一，一一一一一一一一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ーーーーーーーーーーーーーーーー
《生活昂原且位白星謝主

• i昌水による異常減少傾向を排除すると、その他の年度は増加傾向にあり、これを用いて将来予測を行った。 ..... 

・目標年度の平成36年度において207L／人・日まで回復すると予測レた。 1・－
(L／人・目）

300 

275 

250 

225 

200 

175 

150 

凡 例

渇水（給水制限）

渇水警戒

S62 H2 H5 HS H11 H14 H17 H20 H23 H26 H29 H32 H3~ 
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｜ ・3一②ー2 業務営業用水量の予測

：【大口1
4正義語醤叢昂L本量身長副主》←一一一一一一一一一一一一←一一一一一一一・

・米軍、自衛隊といった大口需要とその他の小口需要を分けて予測する。 : ・米軍、自衛隊の使用水量については、過年度実績の最大値を採用しだ。

：：：：言語諮認＿；~~.3；：~；：~~~），§j LAc。 園高記結果）~~~i~~~安定性を考慮レ過年
【小口】 ＜観光客数と小口需要量の比較＞ : 

：：~~~ I ~ _ I I 」J
－ 

I e.... .. I I l 寸 17000 

3,800 トー＼f"'唱ぐ｜ ／〉 干可7寸 ｜ ーートーート一一1
I ¥I ＂＂｛.、 」ρ~ ヘ＼ ｜ イ 16 ,500 [Il 

--< 3,700 I ¥ 、vプト一一寸てご」k ； 〉 L…ー一一－－
~ 3,600トーI-¥V I ｜ム ＼＼ ト~1 I 16,000 -E ：【新規】

D 
（参考）給水人口への換算

給水人口 約2万人相当

［ 大口需要を別途加算する。 ｜ 

トード－~ l I ト斗いトいムトマ」15,500酬 ！ ・実績傾向に含まれないが将来的な水需要に繋がる水量を別途計上した。
札… I I I ¥..__'!¥A' 、l ~ : 
呆。，斗uu LJ ム ，ムl ！ー→市に日平コ 1広000~ i （尊用水道の統合）

~·~~~ 「1－－時客数 ｜ I l I 「つ1付 002 ! 
（新規事業所）

~：~~~ ~－－Tu 1 1 I I l I j」 14,000 可 ；

3 000 I I I I I I I I ‘ ・ E ・ 13,500

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 ! 

｜＠観光客数と業務営業用水量（小口）は連動して必7

平成29～30年度以降，1,179m3／日

↑5箇所の専用水道

平成25年度以降 230m3／日

↑給食センター

｜ 新規需要を別途加算する。

：【総括】」－－－｜ 観光客数の予；~ljから業務営業用1K－；…ふさ予；~1jする。 l 
4 200 

4100 

4000 

--< 3 900 

空3,800

悼3,700

番目00

3,500 

3,400 

3 300 

＜将来推計＞

H24H25 H26 H27H28 H29 H30 H31 H32H33 H34H35H36 

17,500 

17,000 ,--... 
回、、
"' 16.500 _§ 
酬

16,000臨
ロ
” 15,500で

15,000 

(m3／日）
＜業務営業用水量の予測結果＞

25,000 

20,000 

15,000 

10,000 

5,000 型店型
／ 

0 

H13 H16 H19 H22 H25 H28 H31 H34 
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I ・3一②ー3 工場用水量の予測

《工場周Jj(曇ぬ予測》 一一一一一一一一一一一一 一

・基幹産業である造船業等の大口需要とその他の小口需要を分けて予測し疋。j【大口】
・新規需要量が見込まれるので、別途、追加を行った。 ： ・大口需要として造船業が中心となるため、関連企業の動向から予測を行ったロ

・目標年度の平成~~年度！こおいて8,979m3／日と予測した。 i川／日｝

【小口】” ！刷。
(mo／日） ＜工場用水量（小口）の実繍＞ l 5,000 

1 400 

1,200 

1 000 

800 

600 

400 

200 

。

4,000 

' 1ρ00 

。
二一」一一一

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 

関連企業の調衰を行った結果．経営方針の
転換により、船紛の洗浄用等としτ、水使用
盆の噌加が晃込まれていることから、その水
を大口の加算＊•とした．

｜＠工場献量（1j 
することができなかつた。 ｜ ｜ 大口需要を別途加算する。

：【総括】

1mr~ゆ蕗t
！？十組圃ll
語調縦
揺t~ lilllft事j
am!t!m＇蕗欝

I 20ヶ年の工業時 （小口）実績の平均値 『

(m3／日） ＜工場用水量の予測結果＞

1. 114m3 I日を採用する。

【新規】

・実績傾向に含まれないが将来的な水需要に繋がる水量を別途計上レた。 ：

（新規工業立地計画）

平成30年度以降
佐世保テクノパーク ：4ο3m3／日

平成32年度以降
水産加工団地

平成32年度以降
: 770m3／日

つくち苑跡工業団地 ：210m3／日

l 新規需要を別途加算する。 ｜ 

10,000 

9 000 

8,000 

7,000 

6,000 

5000 

4000 

3,000 

2,000 

1,000 

0 

H13 H16 H19 H22 H25 H28 H31 H34 
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1・3一②－4 その他用水量の予測

《そJ7)Jt明感量五D壬；血

・その他用水量は、船舶用等で構成されており、極めて少量なので、実績

最大値を丸めた100m3／日を採用することとレた。

(ma／日）

120 

100 

80 

60 

40 

20 

。
H4 H7 

くその他用水量の実績＞

H10 H13 H16 H19 H22 
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竺 止金 総括表 二
・予測結果の総括表については以下のとおりである。

主~型l
』II LI I H＜は5l HB I H7 I HR I fl9 T ff10 I Hll I Hli I Hll I Hl4 H15 I HTS I Hl'I ”18 I HID I 1-<rn H21 I H22 I田 3I H24 I H25 I H2fi I H27 I 1'f2a I H2日 IH四 lH'1 I H口1.I H3J I H34 I H,5 1糾，.

行政区崎内人口 l人）｜開岬.. ml目＂＂＇＂＇・＇削｜剖H刊 1，.帥阻）....... 1，..瓜，，1剖，，，.1，.山。I，~目｜ 山o 叩問l 守1目I •. 1，，，，，，仏抽，，目1凹＂・＇＂1,,, 

給水区域内人口 （人）｜剖四GI,,.,

； 水 ： 城 f 人日l~d~：~；：はし：：：；｜ょ~：±；：：ょに；~；Etヱ；.±~f, E3よ：iよ：；｜引：；f..:r.
給水時及串 （%）｜哩1!·~I 叫 幽上帥. . . 1 .,,1回，J .... l~I ... ~I "'"I ，曲。｜附I，剛I，田町1剛1.剛｜叫 100.ol100.nl 10MI 1回J，凹」叫＂＇＿，I叫 1阻止IOllIJI幽｜幽iJ削 ＼0叫

生活 ml原単似（l/人日）｜目。 '"' ，.~ 川 ... 1 ・d 山 1・d 1d d d ・d ・d ,J .. ,1-,,,1 1回I ... I ・d ~I d ＂~ ＂~1 ... ..J酬 201 m「，J,,,,l d 四.，--: 
I~~－＂υ盟凶gレM刊些. 1 .勾471 .ι市｜叫D’.1.抽，，吋..1岨到，，1仰 .1匂 ・11・・凪」削印I"・ .，~，白l 拍2師 J ,,,ml」盟旦11型 J，叩30142

柴務営業用水量（m＇／日）119.目a却 017 ＂~叫い印~＂ 20＂凪｜ 山..1制 J四J団｜即日，，，且制．． ｜回血α｜幽ユ｜附L且」血171119.1田I"・'

引； ｜；了J用： ： ；：：； ：；｜十村オて：j u~ ＇·＇~ で~ u;F.附：｜て1~1 1 ＂； ·~~十：1 2~ 目：~~ ＇j 7~ 7：け7＂：：~ ·~:1 ・・: ； 
~ I b-一： 道：：：；：：I"・": ,, .. J .，~ド臼1：片｜十十：｜ 剛＇！I""f 

計 (m＇／日 剛刷•I 11.ml’a.ml 02 5121 "200！同』刊I... ,,.1 "・'"! ...」...い8.3晶闘叩叫~76 1 町耽 ......1凪1回i刷凹，，1目37曲い，，.. 1叩...1. ＂目巴，.，，［町01［回A

1無収水量（m＇／日）｜ I I 2 .... 1 '·"•1 2.7 •• J 2.9721刈＇・＇°＂I'・"'' ,.,,,I 2."' '・"' ... ,.I •• ~.~l ，醐I，叩I•. ,.,I ，，田い。，.I，~，，， I 2~ ， ， I ，，円I2 . .,ol 2.01• I u,. I 2 ml ＂＇司叩 I.. 7571 '・'" 2 m I 2.74目 2.751

「 Jホ ょ ；｜ ｜｜討出：：j~：；j ：~J ::::j ::1 ::・:jゴロ；J:E；廿：：：｜叶：：El・::f:: ・3，判7訓討，3，討，3,:r,
： ： ：：；給： ：（刈寸て：I ＇つ；＇＇：＇ ＂~I て：： r ，之；： 担：：lで｜寸~で：冗r：~ ，~ ，~1 て~1~1 ,,:1で行：｜づ寸：｜で1~~：1 ~：:1i~f:1 て｜寸で
『日政大給水量 （m'I叶叩1.日811101.4191則，.＇,,_.,,1 ... .,, ,,_.,,, 10 ， ~101 ·~I叩山。｜ 叩｜ 山 93J I心ュJ 山 .....,1 85J601 82.4川 町岨I ~旦日盟j 9J.ml ＂~山
一人一日般大給水量(1／人・日）

"' '" 4351 '°'' 4口"' 408 432 407 4l0 40~ 411 401 381 "' '" 35~ 35割 41白44B 457 4n 481 4自~I 488 490咽 495 回目｜504. 

有 収 率 （%） 
83.!t 83.4 85" 自31 93目8381 83 7 ... 回J回.., い.：~ 85 •, "・1 87' ..十2 862 88.5 s・a 812 "-' ,,. 881 "-' ... ・＂有 効 "' 

（弘j
88.1[ BJ.l BJ.4r’－： •. 87.1 自7.8 87.4 自3.7 87』 8711 87.1 87.0 89~ 自.. 87.2 88..1 自由 晶 90.l! 902 且9.5 895 .,. 90.2 905 90.7 91.1 91A 91-7 92.0 92..1 

負 4苛 4事 （弘）
84-4 目色1 85.0 

目＇・＇
882 887 .... 1 ss;I 8 自0.1188.0 887 88.7 目白7 803 80~ 80..1 目03 80J 80~ '°' !llL'l 80..1 

※本表は佐世保地区の表であるが、予測において統合対象の小佐々地区、鹿町地区、簡易水道の一部を富む。
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令 ・

生活用水原単位の推計について

・前回再評価

前回は平成19年度に再評価を実施し、平成18年度までの実績に基づいて水需要予

測を行っている。

生活用水原単位については、平成6～7年に大渇水に見舞われ、その後、平成9、1

0、11、15、16' 1 7年と頻繁に渇水の危機に陥っており、その都度、節水の呼

び掛けを行う等の渇水対策を実施していることから、過去実績を用いて推計する『時系

列傾向分析』では、渇水の影響があまりに強く、精度の高い需要予測が難しいと判断し、

生活用水の需要との関連が高い、世帯当たり構成人員数などを用いた『要因別分析』に

よる予測を行った。

（ 前回再評価の実施直後の平成19年度後期に、 16 0日間の給水制限の実施を伴う渇

水に陥り、更に平成20年度のリーマン・ショックを契機に経済情勢が急激に冷え込ん

だ乙とから、水需要は急速な減少傾向に転じ、予測との希離が生じてしまった。（平成

2 3年度も渇水危機に陥っている。）

〔

この渇水・経済不況の影響で、従来の『要因別分析』に用いていた要因との相関も低

くなった乙とから、今回は予測手法を変える必要が生じました。

圃今回の推計

今回の推計に当たっては、計画の目標年度を平成36年度として推計を行う。

まず、最も一般的な方法である時系列傾向分析を行う。

本市は頻繁に渇水に陥り、その都度水需要に影響を与えているため、過去20年の実

績値を用いて推計を行っても相闘が悪く（相関係数 0.06）、精度が高い推計が行えない。

従って、適切に推計を行うためには、過去の実績のうち渇水等応よる明らかに異常な

値を排除するなど、渇水を考慮した推計をする必要がある。（水道施設設計指針に同様

の主旨あり）

以上のことから、渇水の影響を考慮、して推計を行う場合として、まず、重回帰式によ

り渇水の影響を考慮して目標年度における水需要の幅を予測し、次に時系列式によって

妥当な原単位を導き出す方法をとることとした。



①量回帰式

渇水の影響を変数として用いることで、渇水の影響を考慮する。変数には「 1戸当た

り人数」「 6v歳以上人口」「給水制限日数」「渇水の影響の有無」を用いる。

｜《結果》渇水影響無し 21 4Q／日～渇水影響あり 20 OQ／日

渇水の影響の有無の 2ケースによって算出したものである。

現在、本市は「渇水の影響あり」下にあり、年数経過によって徐々に「渇水の影響無

し」に向かつて緩和されていくものであるため、目標年度における水需要は2ケース示

されている数値の聞に存在するものと思われる。従って、 20 0～2 1 4Qが今回求め

る原単位の範囲であると考えられる。

この範囲の聞に、 H36年度

の水需要が淳在する。

〈上〉渇水影響なし

〈下〉渇水影響あり



②－A 時系列式〈回復完了からの予測〉

時系列推計式を使用するが、過去の実績から渇水によって生じた異常な減少傾向を控

除して推計する。（平成6～16年、平成20～23年を採用）

｜《結果》 19 3 QI日（相関係数0.94)

想定される幅を下回る結果となった。これは、現状が渇水からの回復が完了しており、

渇水の影響がないと評価したためで、今後は渇水からの回復傾向が無い形での推計方法

となったことから、過小な値が示されている可能性が高い。他都市の状況等（人口規模

類似都市の原単位平均は25 3.Q.）を踏まえると、水道施設の規模決定のための需要予

測に用いる値としては妥当性が低い。

回復完了状態

想定される幅を下回
り、妥当性が怪い。

幅

00.~（渇水あり〉

1.93.Q, 
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②－8 時系列式〈回復途上からの予測〉

現状が頻発する渇水による抑圧状態にあることから、過去の渇水からの回復傾向を捉

え、今後の推計をする。

｜《結果＞ 2 0 6Q／日（相関係数0.94)

渇水による異常減少傾向が排除され、渇水からの回復傾向も考慮された推計となって

いる。重回帰式が示す2つのケースの中間にある数値が示されていることからも、妥当

性が高い推計と思われる。

想定される幅の聞に

あり、妥当性が高い。

現状189.Q

〔現状仰の”があ 1
り、回復途上と評価 J 

H23 

渇水状態 → 回復状態

214Q（渇水なし〉

OOQ（渇水あり〉

H36 

従って、今回の予測においては、最も妥当性が高いよ②－_B時系列式・現状回復」によ

る予測を採用する。

・岡山一間同一一一一一一一，門一一句、＼
なお、異常減少傾向の排除については以下に示すとおりである。

－給水制限の実施を伴う渇水は平成6～7年、平成17年、平成19年の3回であるが、平成1

7年と平成19年は間隔を空けずに発生した渇水であり、一連の傾向として異常な減少傾向を

示しているため、まとめて一つの渇水傾向として分析じ車時］ 7～1 9年の傾向を排践主る。 I 
h、～～ー『一一一一一一ー一一一’一一

・平成6年～平成7年は大渇水の年であり、渇水以前の平成5年から平成6年にかけて異常な誠 ｜ 
少傾向を示している。平成6年から平成9年にかけては、ほぽ一直線の渇水からの回復傾向を I 



，園、、戸ー、、

①～② 
重回帰によって算
出された、目標年

度の水需要の幡

c－’ 重回帰（渇水なし）

R－’・重回帰（渇水あり）

@-Mー時系列（渇水控除）

＠ ・ー時系列（原状回復）
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業務営業用水（小口需要）の予測について

・佐世保市の特性

佐世保市は日本最西端に位置する地方都市であり、観光都市、造船の街、基地の存在等の

様々な特性を有している。

このうち、業務営業用水に関係するのは観光都市と基地の部分である。基地については、

米軍・自衛隊といずれも大口需要者であり、他の業務営業用水とは明らかに異なる特性を有

しているため、別枠での予測を行う。

その他の小口需要者を中心とする業務営業用水（以下「小口需要」）については、時系列式

による将来予測を行うにあたり、本市の特性を的確に反映させるため、小口需要との関連が

強い指標を用いた相関式による予測を行う。

（ ・小口需要と観光の関係

（ 

業務営業用水の小口需要については、本市の観光都市としての性格が強く現れる。これは

業務営業用水の水量（米軍・自衛隊を除く）のうち、ハウステンポスや旅館・ホテル業を始

めとした観光関連企業が占める割合が大きいためである。

事務所用，
6.9% 

その他営業用，

観光関連企業が全体の半分を占めており、一般事務所の約7%に比べて遥かに大きい。ま

た、一般事務所の中にも旅行代理店などのように観光客の増減によって業績が左右される企

業も含まれているため、実際には観光客数が本市の業務営業用水に与える影響はさらに大き

いものと思われる。

・水需要との相関関係

実際に小口需要と観光客の推移に相関関係がある

ことから、需要予測にこの観光客数との相関関係を

用いることとする。
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SS Kの水需要について

1 .水需要予測の基本

水需要予測は、安定供給の確保を目的とした水道施設を建設するにあたり、施設の規

模を決定するための数量を導くために行うもの。

浄水場や取水施設などの施設能力は一日の給水量に対して設計されており、年間で最

大の需要が生じた日にも、これに対応できる能力を持たせる必要がある。

安定供給を確保できる一日最大給水量の設定が重要な要素となる。

従って、一日最大給水量への影響が大きい大口需要者の動向に注視し、必要に応じて

対応していく必要がある。

C. 2. s s Kの経営方針転換

本市の工場用水の大部分を占めている大口需要者であるSSK （造船企業）が、従来

の新造船事業中心を見直し、修繕船事業中心に転換し、修繕事業を今後3ヶ年で倍増す

るとの経営方針が示されていたため、意向調査を行った。

その結果、主な内容として次の事が判明した。
（《意向詞釜石語系語”“ ”” 一…一一… 制 ” 問 ……”一 ………1 
；・修繕船事業では必ず船体洗浄作業が生じるため、大量の水道水を使用する ！ 
；．船体洗浄作業には塩分を含んだ水を使用することは出来ない。 I 
i・船体洗浄作業は修繕工程の当初に行うため、修繕作業に使用する全体の水量のうち、 I 

I 概ね8割が当初の船体洗浄に使うことになる。 ！ 
（ ：・今後は修繕船事業を中心とするため、船体洗浄の頻度が大きく増える。また、複数 ： 

； のドックで同時に船体洗浄を行うことが想定される。 ； 

3.今後、船体洗浄で使用される想定水量

従来から、修繕船事業も行われており、修繕が行われていたドックでの使用水量の実

績は次のとおり。

壬{15 H16 

修繕船数 16 48 
（隻数）

使用水量 80,570 70,057 
(nf／年）

l隻当たり平均使用水量

1隻当たり平均作業日数

H17 H18 H19 H20 H21 H22 

31 38 39 36 45 37 

100,826 98,081 121,546 104,034 86,174 90,734 

93, 71 1吉一子 3司iE隻一三一 2.693 rrl／隻
365日 ÷34.8隻 ＝ 10. 5日

H23 平均

23 34.8 

91,377 93,711 



船体洗浄は修繕工程の当初に全体の 8割の水量を使用することから 2,154. 3 rrfが1隻

当たりに使用される船体洗浄の平均使用水量となる。

2. 693 rrU隻× 8割＝ 2. 154. 4 rrU隻

船体洗浄以外に毎日使われる作業用水は、残り 2割の水量を作業日数で割った 51.3ni

となる。

2. 693 nf/隻× 2割 ÷10.5日＝ 51. 3 rrU日

従って、修繕工程の当初に使用される 1隻当たりの平均使用水量は、船体洗浄作業の

水量と、それ以外の作業用に使う 1日分の水量を合わせた、 2.206 niとなる。

2. 154. 4 ni + 51. 3 rd ~ 2. 206 rrU隻

これが、複数のドックで同時に船体洗浄が行われることが想定されることから、平均

的な船体の同時洗浄による使用水量は、2.206 ni × 2ドック = 4. 412 ni となる。

4.水需要予測での対応

．修繕船事業における水の使用形態が、工程の当

初の船体洗浄時にのみ大量に水を使うパルス的

（脈動的）な使い方をすることが分かっている。

．このうち、水道施設で備えなければならない能

力は、一日最大給水量に対応した数値でなけれ

ばならない。

最大 水道施股で

備えるべき~－

．修繕船の受け入れによってパルスが出現するものであるため、あらかじめ時期を想定

できるものではなく、ランダムに発生するものである。また、今後はこれまでにはな

い頻度で出現し、パルスの大きさも従来の2倍以上となる可能性があることから、全

体の需要とは切り分けて個別に見込む必要が特にある。

．従来の年間の総使用水量を 365日で割ったー

日平均給水量を、佐世保市全体の負荷率で割

戻す方法では、 Ss Kの一日最大給水量を積

算することができないため、通常の負荷率の

考え方とは別にして、 SSKの特殊な使用の実

態に則して、一日最大給水量が導き出せる手

法を別途取る必要がある。

負荷車で

鋼.できない



（ 

（ 

5. SSKにおける修繕船の特殊な水使用に則した一日最大給水量の殻定方法

水道施設の規模を決定する上で最終的に必要となる数字は、一日最大給水量であるこ

とから、それに用いる使用水量は、前述の平均的な船体の同時洗浄による使用水量（4,412 

nf）そのものではなく、最大級の船体の同時洗浄による使用水量とすべきである。しか

しながら、個々の修繕船ごとの使用水量のデータがないため、最大級の船体の同時洗浄

による使用水量の実績は把握できない。このため平均的な船体の同時洗浄の使用水量を

最大級の船体の同時洗浄による使用水量に置き換えることとし、そのための調整率とし

て負荷率を使用する＠

負荷率で翻盤

a量大級の船体

の同時洗ifに
よる使用水量

平均的な船体

ーの岡崎洗滞に
よる使用水



負荷率の設定について

負荷率は一日平均給水量と一日最大給水量の比率を表すもので、その性格について水道施

設設計指針に以下のように示されている。

f負荷率は、給水量の変動の大きさを示すものであり、都市の規模によって変んするほか、 1
i都市の性格、気象条件等によっても左右される。一日最大給水量は、曜日・天候による水使 j

j用状況によって大きく影響を受け、時系列的傾向を有するものとは言えない。このため、負 ；

j荷率の設定に当たっては、過去の実績値や、気象、渇水等による変動条件にも十分留意して、 I 
j各々の都市の実情に応じて検討する。 ； 

－－－ E 『一一一－一ー一一山四回目回一ー四四時間四回目町市ー白山田町四”ーーー『－ー叩ーーー叫叫ーー一山』ーーーーーー一－一一日守,__I

負荷率は、需要予測によって積み上げられた一日平均給水量を負荷率で割戻すことによっ

て、一日最大給水量を設定するもので、一日最大給水量によって水道施設の規模が決定され

（る。

（ 

浄水場を始めとする水道施設は、一日あたりの給水量に対応して設計されるため、一日最

大給水量に対応できる施設を造らなければ、安定供給が確保できない。

也全

目録大給水Itに I 
対応できる I 
貯水能力 I 

日j般大給水般に
対応できる

取水能力

目優大鈴木置に

対悠できる

浄水能力 目録大給水島に
対応できる

配水能力

どれか一つでも

能力が足りないと

給水出来な川！

従って、負荷率の設定は、水道事業の最大の使命である安定供給を確保するために、非常

に重要な要素となる。

そのため、過去の実績を十分に吟味し、佐世保市の特性に応じて、安全確実な負荷率の設

定を行う必要がある。



・佐世保市の特性と負荷率の霞定

前述のとおり、負荷率は、それぞれの都市の実情に応じて設定する必要がある。

佐世保市の場合は、負荷率に影響を与える特性として、主に以下の特性を有している。

0地方都市 一日本最西端の地方都市で、地元就職率も低い

こと等から、盆や正月等に一斉に帰省するため

一時的な人口増大に伴い水需要も増大する。

（させぽ市議会だより※一般質問＝今）

O観光都市 … 日本最大規模のテーマパークであるハウステ

ンボスをはじめとした観光都市である。夏休み

やゴールデンウィーク等の大型連休には、観光

客が集中し、人口増大とともに観光関連企業の

水需要も増大する。佐世保市総合計画において、今後は、東アジアとの国

（ 際交流の加速による観光客数の増加が想定されている。

0基 地 … 佐世保市には自衛隊と米軍の基地が存在する。例えば、原子力空母が入

港すると、艦船への補給だけではなく、数千人の乗組員が一度に上陸する

ため、水需要も増大する。防衛局からは、今後、日本西端の防衛拠点とし

て今後ますます重要性が増していくとの見解が示されている。

0渇 水 … 佐世保市は2年に一度は渇水の危機に瀕しており、近年では平成 17年

と平成 19年に立て続けに給水制限を行っている。渇水となると、給水制

限による使用水量の減少だけではなく、その後も市民の聞で節水が行われ

るため、一日最大給水量を抑え込む効果が現れる。全国のほとんどの都市

では、一日最大給水量は夏場に記録しているが、本市では夏場の使用が抑

えられた結果、 12月31日に一日最大給水量を記録する年も多い。

毎回E -B~穴li8蛤3*II “司邑 局g 年. -8~火i目鎗｝耳!Cli ••• 周回

4f手 99,801 84.4% 7月28日 14f事 94.900 862% 12局31B

Sf手 99.581 86.1% 8月11日 1 5！草 9：：油田 84.8% 8月6白

6年 101,419 74.8% 7眉78 1 62' 93.610 872% 7周28日

7量草 94,615 823% 1:2尾銅包 17年 89.130 88.7% 唱2月319

8年 97.531 832% 7月318 1 8！事 93.210 85.6% 8月8日

9年 96、431 85.1% 1割町通 1 g！草 92A40 85.9% 8周9目

10年 95.580 86β% 8月12目 202草 85.660 89.4% 7周29日

1 H軍 101.510 80.3% ょ舟廟剖；回 21年 82.530 90.1% 8月7日

1 2年 95.400 85.0% ιd欝 銅
13~ 100.S30 81.8% 4鋪創‘包

22f軍 82.350 88.0% 6月9日

23f事 80,240 88.7% 121i131'8 

以上のような事から、今後はこれまでにない変動幅を記録する可能性も十分に考えられ

ることから、最低限の設定として、過去2・0年の聞に実際に記録した最大の変動幅には対

応できる計画とするために、過去20年の最小の負荷率である 80. 3%を採用した。

なお、近年は変動幅が小さくなっていることから、直近 10年実績の負荷率から採用す

るべきとの意見もあるが、近年は平成 17年・ 19年の連続渇水の影響や、 H20年以降の深



刻な経済不況の影響により変動幅が抑えられていることと、前述のとおり設計指針におい

て負荷率は時系列的なものではなく、また現実に過去の実績において 1年で 5%前後の上

下動を記録していることから、今後、同様の変動が起こった際に、直近 l0年実績の高い

負荷率で設定した場合に対応できないため、過去20年実績を採用するものである。

・類似都市との比較

3%について、妥当性を検証するために、類似都市との比較検討本市の計画負荷率 80. 

を行う。

①人口規模類似都市との比較

m
E
m古川・
一也…
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函
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：ω一則
前
一
則

負荷率（%）都市名

本市と人口規模が類似している全国の自治体

に計岡負荷本の聞き取り調査を実施したところ

右表のとおり、本市が特に突出した数値ではな

いことが分かった。

また、水道施設設計指針が人口規模毎に示す

範聞である 76～87%程度にも収まっていること

から、 80.3%本市の人口規模での適切な負荷率

である。
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負荷率（九）都市名

②旧軍港市・港湾都市との比較

本市の特性の検証として、全国の旧軍港市及び港湾

都市の計画負荷率と比較した場合も、他都市と同程度

の数値が設定されていることが分かった。

以上の事からも、過去20年実績最小値である 80.3%は、

負荷率と考えられる。



｜乙B第 28号証

1 .4.2.2資料編（経営管理部編・財政）事

佐世保市水道事業損益計算書（平成27年4月 1日から平成28年 3月 31日まで）

当年度事業の経営成績を表したものが損益計算書です。経営成績とは、結果として一年間にどのくらい利益を

出しだのか、損失が生じ疋のかを表現しています。

2 

3 

4 

5 

水道事業収益〈営業収益＋曽業外収益＋特別利益〉ー水道事業費用（営業費用＋営業外費用＋特別損失〉

ニ利益〈黒字〉または損失〈赤字）

営業収益 円 円 円

( 1 ）給水収益 5, 574, 732, 692 

( 2 ）加入金 53, 430, 000 

( 3）受託工事収益 3, 521. 210 I 

( 4）その他営業収益 58, 955, 694 5, 690, 639, 596 

営業費用 円 円 円

( 1 ）原水費 217, 430, 776 

( 2 ）浄水費 727,098, 159 

( 3）配給水費 1.214,262,317 

(4）受託工事費 3, 521, 210 

( 5）業務費 349, 921, 024 

( 6）総係費 391, 486, 910 f 

( 7）減価償却費 2,093, 166, 196 

( 8）資産減耗費 64, 380,468 5,061, 267,060 

営業利益 629,372,536 

営業外収益 円 円

( 1 ）受取利息及び配当金 1, 043, 652 

( 2 ）他会計補助金 53, 953, 431 l 
( 3）国庫補助金 606,455, 724 

( 4）長期前受金戻入 49,479, 984 

( 5）雑収益 I 
営業外費用 円 円 円

( 1 ）支払利息及び企業債取扱諸費 616,008, 636 i 
( 2 ）雑支出 20 504 875 636,513.511 74,419, 280 

経常利益 703, 791,816 

特別利益 円 円 円

( 1 ）固定資産売却益
i 

( 2）過年度損益修正益 3, 762 

( 3）引当金戻入益 2, 617, 107 

( 4）その他特別利益

19 



ず 1.4.2.2資料編（経営管理部編・財政）事

6 特別損失 円 円 ｜ 1-q 

( 1 ）過年度損益修正損 1, 150, 091 22, 740, 730 

当年度純利益 726,532,546 

前年度繰越利益剰余金 l 
。

その他未処分利益剰余金変動額 111, 727' 577 

当年度未処分利益剰余金 i 838,260, 123 

20 
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報道発表資料

平成 29年 1月 4日

気象庁

2016年（平成 28年）の日本の天候

2016年（平成 28年）の日本の天候の特徴：

0 高温が持続し、年平均気温は東日本以西でかなり高く、北日本で高い

北日本の秋を除き、全国的に高温傾向が続き、年平均気温は、東・西日本、沖縄・奄美でかな

り高く、北日本で、も高かった。特に東日本では、平年差＋L0。Cと1946年の統計開始以降で20

04年と並び、最も高かった。年降水量は、北日本太平洋側、西日本、沖縄・奄美でかなり多く、

北日本日本海側でも多かった。年間日照時間は北日本左東日本日本海側で多く、西日本日本海

側、西日本太平洋側で少なかった。

0 8月に北日本lこ4個の台風が上陸

北日本では、 8月に台風第7号、第11号、第9号、第10号が相次いで上陸し、大雨や暴風となっ

た。特に北海道左岩手県では記録的な大雨となり、河川の氾濫、浸水害、土砂災害などが発生

した。

0 秋に西日本で顕著な多雨寡照

秋は、低気圧や前線、台風の影響を受けやすく、西日本中心に全国的に日照時聞が少なかった。

西日本では、降水量もかなり多かった。

(1) 



況概

2016年は、北日本の秋を除き全国的に高温傾向が続いた。冬や秋は、西日本以西を中心に低

気圧や前線の影響を受けやすく、 8月は北日本に台風が相次いで上陸するなど、降水量が多く

なる時期があった。また、秋は西日本で記録的な寡照となった。

冬は、後半に寒気の影響を受けた時期もあったが、冬型の気圧配置は長続きしなかったため、

全国的に気温が高く暖冬となった。特に、東・西日本の冬の平均気温はかなり高かった。低気

圧や前線の影響で、全国的に降水量が多かった。特に沖縄・奄美では、冬の降水量が平年比 188犯

となり、 1947年の統計開始以来の最も多かった。日本海側の冬の降雪量は、冬型の気圧配置が

長続きしなかったため、ほぼ全国的に少なかったが、 1月下旬の強い寒気の影響で、九州｜北部

地方ではかなり多くなった。

春は、日本の南と日本の東で高気圧が強く、南から暖かい空気が流れ込んだため、春の平均

気温は全国的にかなり高かった。春の降水量は、 4月に低気圧や前線の影響を受けやすかった

西日本太平洋側と沖縄・奄美では多くなった。一方、 3月と 5月に移動性高気圧に覆われて晴

れる日が多かった北日本太平洋側では少なく、東日本日本海側ではかなり少なかった。また、

春の日照時間は、東日本日本海側ではかなり多く、北・西日本で、多かった。

夏は、日本付近は暖かい空気に覆われやすく、全国的に夏の平均気温は高かった。特に、沖

縄・奄美では、日照時聞が多く強い日射を受けて、夏の平均気温は平年差＋l.1°C左1946年の統

計開始以降、最も高かった。北日本では、 6月は低気圧の影響を受けやすく、 8月は台風が相次

いで接近・上陸したことや前線や湿った気流の影響で、降水量がかなり多かった。特に、北日

本太平洋側では、夏の降水量は平年比 163犯となり、 1946年の統計開始以降最も多かった。台風

は、第 7号、第 11号、第 9号が相次いで北海道に上陸し、第 10号が岩手県に上陸した。台風

の影響で、東日本から北日本を中心に、大雨や暴風となり、特に北海道と岩手県では記録的な

大雨となり、河川の氾濫、浸水害、土砂災害などが発生した。夏をとおして、平均的には日本

付近は高気圧に覆われやすかったため、夏の日照時間は、ほぼ全国的に多かった。

秋は、西日本と沖縄・奄美では寒気の影響が弱く、南から暖かい空気が流れ込んだため、秋

の平均気温はかなり高く、沖縄・奄美で平年差＋1.3°C、西日本で＋1.2℃となり、統計を開始し

た 1946年以降で最も高い記録となった。西日本では、低気圧と台風や前線の影響で、秋の降水

量はかなり多く、特に、西日本日本海側で平年比 173%となり、 1946年の統計開始年以降で最

も多かった。全国的に低気圧や前線などの影響で、秋の日照時聞が少なく、特に、西日本日本

海側で平年比 74%、西日本太平洋側で平年比 82%となり、いずれも 1946年の統計開始以降で

最も少なかった。北日本では 9月は高温となったが、 10月からは断続的に大陸からの強し、寒気

が流れ込んだため、秋の平均気温は 2002年以来 14年ぶりに低温となった。

(2) 



2 気温、降水量、日照時間の気候統計値

(1) 平均気温

年平均気温は、東・西日本と沖縄・奄美ではかなり高かった。年平均気温の平年差は、名古屋

（愛知県）、大分（大分県）など 16地点で年平均気温の高い方から l位の値を更新し、千葉（千

葉県）左京都（京都府）など 34地点で 1位タイを記録した。北日本で、高かった。

(2）降水量

年降水量は、北日本太平洋側、西日本、沖縄・奄美でかなり多く、北日本日本海側で、多かっ

た。室戸岬（高知県）で、年降水量の多い方から l位の値を更新した。東日本は平年並だった。

(3）日照時間

年間日照時間は、北日本と東日本日本海側で多かった。一方、西日本で、は少なかった。東日

本太平洋側と沖縄・奄美は平年並だった。

地域平均平年差（比）と階級（2016年）

気，・J自"' 降水量 日照時間 気温 降水量 日照時間

平年差 平年比 平年比 平年差 平年比 平年比

。C（階級） %（階級） %（階級） 。C（階級） %（階級） %（階級）

北日本 0. 6 (+) 114 (+) 103 (+) 北海道 0. 4 (+) 124 (+)* 102 ( 0) 

日 110(+) 日 102(+) 日 114(+) 日 100(0) 

太 117（＋）本 太 104(+) オ 141 （＋）ホ オ 100(0) 

太 128(+)* 太 104(+) 

東北 0. 9 （＋）事 101 (0) 105 (+) 

日 102(0) 日 106(+) 

太 101(0) 太 105(+) 

東日本 1. 0 (+)* 105 (0) 102 (0) 関東甲信 1. 0 (+)* 107 (+) 101 (0) 

日 98 ( 0) 日 106(+) 北陸 0. 9 （＋）ホ 98 (0) 106 (+) 

太 107(0) 太 101 (0) 東海 1.0 （＋）漸 107 (0) 102 (0) 

西日本 1.0 (+)* 125 (+)* 99 ( 0) 近畿 1. 0 (+)* 114 (+) 103 (+) 

日 123(+)* 日 98 （ー） 日 106(+) 日 105(+) 

太 127(+)* 太 99 （ー） 太 118(+) 太 103(+) 

中国 0. 9 （＋）ホ 119 （＋）ホ 98 ( 0) 

陰 106(0) 陰 100(0) 

陽 134（＋）ホ 陽 96 （ー）

四国 1. 1 (+)* 126 (+) 99 ( 0) 

九州北部 1. 1 （＋）本 132 (+)* 96 （ー）

九州南部 I. 0 (+)* 128 （＋）本 99 (0) 

・奄美 本 1.0 （＋）ホ 本 133(+)* 本 99 (0) 

沖縄・奄美 1. 0 (+)* 118 (+)* 101 (0) 奄 1.0 （＋）本 奄 107(+) 奄 102(0) 

沖縄 1. 0 (+)* 123 （＋）ホ 101 (0) 

階級表示－・低い（少ない） o：平年並＋ ．高い（多い） 地域表示日：日本海側 陰－山陰本：本土（九州南部）

＊はかなり低い（少ない）、かなり高い（多い）を表す オオホーツク海側陽山陽奄．奄美

太白太平洋側

（注）・基礎となるデータは全国の気象台等での観測値で、観測所数は 154地点である。このうち、降雪の深さ、

最深積雪については、観測を行っている 106地点が対象である。

. r低い（少ない）」「平年並」「高い（多い）Jの階級は、 1981～2010年における 30年間の観測値をもとに、

これらが等しい割合で各階級に振り分けられる（各階級が 10個ずつになる）ように決めている。また、

値が 1981～2010年の観測値の下位または上位 10%に相当する場合には、「かなり低し、（少ない）J「かなり

高い（多い）Jと表現する。

－本文中の北・東・西日本の降水量・日照時間の特徴は、日本海側・太平洋側の階級に基づいて記述してい

る。

(3) 



平年差（比）図（2016年）
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地域平均平年差（比）の経過（2016年）

℃ 平均気温平年差（5日移動平均）
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日照時間平年比（旬別）
% 

北日本

日本i毎側
100 

。
北日本

100 
太平洋側

。
東日本

100 
日本海側

。
東日本

100 
太平洋側

。
西日本

日本海側 100 

。
西日本

太平洋側
100 

。
沖縄 ・

100 
奄美

。
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
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観測史上 1位の値（月、 3か月、年別値）の更新地点数
・全国 154地点の気象台等の統計値の中で、観測史上 l{立となった地点数を記載した。

－値は l位を更新した地点数でタイ記録は含めない、タイ記録がある場合には「値タイj として横に併記した

．地域は更新およびタイ記録の地点数の合計が 5以上のとき記載した

1月

2月

忽

3月

4月

5月

春

6月

7月

8月

夏

9月

10月

11月

秋

12月

2016年

平均気温 降水量 日照時間
降雪の

深さ

最高 最低 最大

5 
沖奄

1 1 

13、69イ 9 
東、西 西太

3、39イ 8 
東日

2 2 

25、59イ
北

14、5タイ 1 
東

1 6 

1、39イ

3、2$1イ 8 
北太

7、2$1イ 8 
沖奄 北太

1 1 

40、1タイ 1 
西、沖奄

1、1$1イ

22、7$1イ 1、2$1イ 2、1$1イ
西、沖奄

5 2 
j中奄

16、349イ
1 束、西

地域表示 北 ：北日本

東．東日本

西西日本

沖奄沖縄・奄美

最小 最大

1 

1 

1 

6、1$1イ

1タイ

1 

1 

1 

北日 ：北日本日本海側

東日 ：東日本日本海側

西日 ．西日本日本海側

(7) 

最小 最大

3 

2 

8 
西日

12 
西日

1 8 
東太

18 
西日

北太・北日本太平洋側

東太：東日本太平洋側

西太西日本太平洋側

最深

積雪

最大

1 

7 
東太



3 季節別の天候経過

冬（2015年 12月～2016年 2月）

O全国的な暖冬となった

0全国的に降水量が多く、沖縄・奄美では記録的な多雨となった

O日本海側の降雪量はほぼ全国的に少なかった

日本付近は冬型の気圧配置が長続きせず、冬の平均気温は全国的に高く、東・西日本ではか

なり高かった。特に、 l月前半までは寒気の南下が弱く 、気温の高い日が多かったため、 12月

は全国的に気温がかなり高くなった。しかし、 1月後半以降は、冬型の気圧配置が強まり、強

い寒気が流れ込む時期があった。特に 1月 23日から 25日にかけては、西日本から沖縄・奄美

を中心に大陸から強い寒気が流れ込み、日最低気温の低い記録を更新した地点が多数あったほ

か、日本海側や九州、四国でも所々で大雪となり、沖縄でもみぞれを観測した。 一方、日本海

を通過する低気圧に向かつて暖かい南風が強まり 気温が平年を大幅に上回った日もあった。こ

のため東・西日本と沖縄・奄美では気温の変動がかなり大きくなった。

日本付近は、低気圧や前線の影響を受けやすかったため、冬の降水量ーは全国的に多く、西日

本と沖縄・奄美ではかなり多かった。沖縄・奄美では、日照時間もかなり少なかった。また、

沖縄・奄美では、冬の降水量が平年比 188弘となり、 1947年の統計開始以来の最も多い値を更新

した。気温が高かったため、日本海側の冬の降雪量はほぼ全国的に少なく、北日本ではかなり

少なかった。西日本日本海側では多くなったが、近畿日本海側と山陰ではかなり少なく、 1月

下旬の強し、寒気の影響で、九州什ヒ部地方ではかなり多くなった。

平均気温：全国的に高く、東・西日本はかなり高かった。

降水量 ：全国的に多く、西日本と沖縄・奄美ではかなり多かった。

日照時間：沖縄・奄美でかなり少なく、北・西日本日本海側で、少なかった。北・西日本太平

洋側と東日本は平年並だった。

春（3～5月）：

0全国的に顕著な高温となった

0西日本太平洋側と沖縄・奄美の降水量は多く、北日本太平洋側と東日本日本海側で少なかっ

た

0北・西日本と東日本日本海側の日照時聞は多かった

日本の南と日本の東で高気圧が強く、日本付近には南から暖かい空気が流れ込みやすかった

ため、全国的に気温はかなり高くなった。 4月は全国的に低気圧や前線の影響を受けやすく多

雨となったが、 3月と 5月は北日本を中心に移動性高気圧に覆われて本州付近では晴れる日が

多かった。このため、春の天候は、北日本太平洋側と東日本日本海側で、少雨・多照左なり、

特に東日本日本海側では、春の降水量はかなり少なく、春の日照時間はかなり多かった。一方、

西日本太平洋側では 4月と 5月に、沖縄・奄美では 3月と 4月を中心に、低気圧や前線の影響

を受けやすかったため春の降水量は多くなった。

平均気温：全国的にかなり高かった。

降水量：東日本日本海側ではかなり少なく、北日本太平洋側で、少なかった。一方、西日本太

平洋側と沖縄・奄美では多かった。北日本日本海側と東日本太平洋側、西日本日本海側は平年

並だった。

日照時間：北・西日本で多く、東日本日本海側ではかなり多かった。東日本太平洋側、沖縄・

奄美は平年並だった。

(8) 



夏（6～8月）：

0全国的に暑夏で、特に沖縄・奄美では記録的な高温となった

O北日本太平洋側は記録的な多雨となった

0ほぽ全国的に日照時聞が多かった

6月から 7月にかけては、太平洋高気圧の勢力が日本の南海上で強く、沖縄・奄美では暖かい

空気に覆われやすく、気温がかなり高かった。太平洋高気圧の北縁にあたった西日本付近では、

西から湿った空気が流れ込み梅雨前線の活動が活発となりやすく 6月は西日本の各地方で、 7

月は九州を中心に降水量が多かった。東日本と東北地方では、 6月は平年並の降水量となった

が、 7月は梅雨前線の活動が弱まり、降水量の少ない地方が多かった。北海道地方では低気圧

の影響を受けやすく、降水量は 6月はかなり多く、 7月も多かった。

7月後半は、千島近海で高気圧の勢力が強まり 北・東日本を中心に気温の低い時期があっ

た。一方、日本の南では高気圧の勢力が引き続き強く、沖縄・奄美を中心に気温の高い状態が続

いた。

8月は、日本付近は暖かい空気に覆われやすかったため、月平均気温は全国的に高く、沖縄・

奄美ではかなり高かった。その結果、夏の日照時間はほぼ全国的に多く、夏の平均気温は全国

的に高かった。特に、沖縄・奄美では夏を通して気温の高い状態が続き、夏の平均気温は平年差

+l. 1°Cとなり、夏として 1位の高温となった（統計開始は 1946年）。

一方、 8月は日本の南海上で対流活動が活発になった。月の後半は、日本のはるか東で高気

圧の勢力が強く、その西縁にあたる東日本太平洋側から北日本を中心に台風や湿った気流の影

響を受けやすかった。特に、北日本では台風第 6号、第 7号、第 ll号、第 9号、第 10号が相

次いて接近または上陸し、前線や湿った気流の影響も加わり、顕著な多雨となった。北日本太

平洋側では、夏の降水量が平年比 163免となり、夏として 1位の多雨となった（統計開始は 1946

年）。台風の影響で、東日本から北日本を中心に、大雨や暴風左なり、特に北海道と岩手県では

記録的な大雨となり、河川の氾濫、浸水、土砂災害などが発生した。

なお、この夏に日本に上陸した台風は 4個で、すべて 8月に上陸した。 8月の上陸数 4は、

ひと月の上陸数の多い方から l位タイとなった（統計開始は 1951年）。また、この夏に日本に

接近した台風は 6個で、このうち 5個は 8月に接近した。

平均気温：沖縄・奄美でかなり高く、北・東・西日本でも高かった。

降水量：北日本でかなり多く、西日本太平洋側でも多かった。一方、沖縄・奄美で、少なかっ

た。東日本、西日本日本海側で、は平年並だ、った。

日照時間－北・東日本日本海側、西日本、沖縄・奄美で、多かった。北・東日本太平洋側では

平年並だった。

秋（9～11月）：

0西日本と沖縄・奄美の気温は記録的な高温となった

O西日本では降水量がかなり多かった

0全国的に日照時聞が少なく、西日本では記録的な寡照となった

O北日本は低温だった

シベリア付近の冷たい高気圧と日本の南東海上の暖かい太平洋高気圧が共に強く、日本付近

はこの 2つの高気圧の聞に挟まれ、低気圧や前線などの活動が活発だった。このため、秋の日

照時間は、全国的に少なく、北日本日本海側、東日本太平洋側、西日本ではかなり少なかった。

特に、西日本日本海側では平年比 74%、西日本太平洋側では平年比 82%左なり統計を開始した

(9) 



1946年以降で最も少ない記録を更新した。また、秋の降水量は西日本ではかなり多く、東日本

太平洋側、沖縄・奄美で多かった。特に、秋の前半は台風が西日本にたびたび接近・上陸した

ため、西日本日本海側の降水量は平年比 173%となり統計を開始した 1946年以降で最も多い記

録を更新した。

秋の気温は、西日本と沖縄・奄美では北からの寒気の影響が弱く、 9月から 10月を中心に南

からの暖かい空気が流れ込んだためかなり高く、沖縄・奄美では平年差＋l.3°Cとなり統計を開

始した 1946年以降で最も高い記録を更新し、西日本では平年差＋l.2℃となり 2007年と並んで

統計を開始した 1946年以降で最も高い記録となった。一方、北日本では9月は高温となったが、

10月からは断続的に大陸からの5齢、寒気が流れ込んだため、 2002年以来 14年ぶりに低温とな

った。

平均気温：西日本、沖縄・奄美でかなり高く、東日本で、高かった。北日本で、低かった。

降水量：西日本でかなり多く、東日本太平洋側、沖縄・奄美で多かった。北日本では少なか

った。東日本日本海側で、は平年並だった。

日照時間：北日本日本海側、東日本太平洋側、西日本でかなり少なく、北日本太平洋側、東

日本日本海側、沖縄・奄美で、少なかった。

(10) 
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+* I 2520. o 

( +I. 1) 

( +I. 0) 

18. 1 

16. 7 

岡

塚



＝ ＝＋＝＝＝＝十三主主主主＝一一一ー一一一一一一一一一一＋
地点 名 ｜平均気温（平年差）階級｜降水量（平年比）階級降水日数｜日照時間（平年比）階級

｜（℃）（℃） I (mm) （%）とimm I (h) (%) 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＋ーーーーーーーー一一一一ー一一一一一一一一＋＝＝＝＝＝＝＝＝ーーーーーーーーーーー一一一一一一一一＋
大分 Ii 1. 6 c + i. 2) ＋キ I2199. o 034) ＋キ 102 I 1913. 4 

日 田 I16. s c +i. 4）十本 I24so. s (137) +* 130 I 1745. 3 

一一一一一一一一； 一一一一ー： 一一一一一←
長崎 118. 1 < +o. 9) +* I 2293. o (123) + 127 I 1782. 4 

厳原 I16. 6 < +o. 8) +* I 2457. 5 (110) + 101 I 1754. 2 

平戸 I17. 1 < +i. o) +* I 31s2. o 049) +* 114 I 1666. 1 

佐世保 I18. o ( + i. o）十＊ I 216s. 5 (142) ＋キ 123 I 1883. 1 

雲仙岳 I13. 8 ( +i. o）十＊ I 3620. 5 <125) + 136 I 1332. 2 

福江 I11.6 (+o.8) +*I 2642.0 (113) + 134 I 1615.7 

佐賀 I11. 9 ( +i. 4) +* I 2586. o (138) +* 121 I 1863. 4 

ーーーー＋－

96) 

97) 

96) 

94) 

93) 

99) 0 
92) 

92) 

95) 

貫E 本 I 18. o c +i. 1) +* I 2so4. o (126) + 127 I 1932. 3 c 97) 
阿蘇山

人 τ日七

牛 深

r邑hー， 崎

延 岡

都 城

油 津

I 1 i. 9J c ) I 3596. 5J c ) 122J I u 14. 2J < ) 

｜（統計月数： 9) ｜（統計月数・ 0) （統計月数： o)I ＜統計月数： 9)

I 16. 1 < +i. 2) +* I 3162. o <132) +* 131 I t687. o < 92) 

I 18. 9 ( +O. 9）十＊ I 2482. 5 02s) +* 125 I 1904. 3 c 98) 
ー一一一ーー＋

18. 6 ( + 1. 2）十＊ I29si.5 (118) 

17.7 (+1.1) 十本 I29s1. 5 029) 

17.7 (+1.2) +*I 3619.0 (146) 

19. 0 ( +O. 8) +* I 3718. 0 (143) 

+ 122 

+ 125 

+* 132 
＋本 132

I 2051. 4 

I 2105. 4 

I 1799. 4 

I 1910. 2 

97) 

99) 0 
93) 

98) 0 

鹿児島 J 19. 6 < +i. o) +* I 3285. 5 (14s) 十字 t32 I 1945. 1 c 101) o 
阿久根 I18.2 c +i.o）十＊ I 301i. o (146) ＋ネ 123 I 1911. 8 < 98) 

枕崎 I19. 1 < +1. o) +* I 2982. o (137) ＋キ 133 I 1922. 3 < loo) o 
屋久島 I20. 3 ( +O. 9）十＊ I 4937. s <110) + t79 I ls20. 9 < 99) o 
種子島 I20. 5 ( +O. 9) +* I 2963. 5 (126) ＋ネ 141 I 1838. 4 c 102) o 
名瀬 I22. 6 ( +i. o) +* I 2689. 5 c 95) o 185 I 1386. 9 c 102) o 
沖永良部 I 23. 3 < +o. 9) +* I 2115. o (118) + 137 I 1910. 4 < 102) o 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＋＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ニ＝＝＝＝＋＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＋＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
那覇 I24. 1 < +i. o) +* I 2368. o <116) + t45 I 11s1. 2 < 99) o 
名護 l23. 6 < +i. o) +* I 2280. o (113) + 156 I 1113. 1 < 101) o 
久米島 l24. i < +i. 2) +* I 2856. o (135) ＋キ 157 I 1762. o < 100) o 
宮古島 I24. 6 < +i. o) +* I 2615. o (132）十＊ 155 I 1814. 6 < 103) o 
石垣 島 I2s. 3 < + i. o) 十字 I2116. o ooo) o 155 I 1847. 4 < 100) o 
西表島 I24. 8 < +i. 1) +* I 2448. o <106) + 149 I 1743. s < 100) o 
与那国島 I 24. 7 ( +O. 9) 十本 I3053. s 03o) +* 153 I 1627. 6 ( 103) o 
南大東島 I 24. 4 c +i. 1) +* I 1789. o <112) + 139 I 2200. 2 < 104) + 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＋＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＋＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＋＝＝＝＝ニ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

（注） 1.値の横に］がある場合（資料不足値）には、統計期間内のデータに欠測等統計に

用いなかった値が含まれているので注意されたい。

2.平年差（比）は同期間の日別平年値を平均・合計したものに対する差（比）である。

(14) 



5 順位更新表 2016年

過去の平年差（比）と同値は「＝Jで表す。

年平均気温高い方からの順位更新
.；－ー一一→一一一一ー一一一一一ー一ー？

｜順位｜ 地点名 ｜平均気温 ｜平年差 これまでの最高 開始年｜平年値 ｜

℃ 。C 。C （西暦年） 。C

←一ー一→
若松 +1. 2 12・. 9 (1990) 1954 

福島 +1. 2 14. 2 (2015) 1889 

白河 +1. 0 12. 5 (2015) 1940 

小名浜 +1. 1 14. 5 (1990) 1911 

伏木 +1. 0 14. 9 (2004) 1883 

富山 +1. 1 15. 2 (2004) 1939 14. 1 I 
長野 13. 1 +1. 2 12.9 (1990) 1889 

福井 15. 6 +1. 1 15. 5 (2004) 1897 14.s I 
高山 +1. 3 12. 3 (1998) 1899 

松本 13. 1 +1. 3 12. 8 (2004) 1898 1 i. 8 I 
諏訪 12. 2 +1. 1 12. 0 (2004) 1945 

前橋 is.6 = I +1. 0 15. 6 (2015) 1896 

水戸 +1. 2 14. 8 (2015) 1897 

敦賀 +1. 1 16. 4 (2004) 1897 

岐阜 +l. 1 16. 9 (2004) 1883 

名古屋 17.0 +1. 2 16. 8 (2004) 1890 

飯田 +1. 0 13.8 (1998) 1897 

河口湖 + 1. 1 11. 7 (2004) 1933 

館野 14.9 = I +1. 1 14. 9 (2015) 1921 

上野 15.5 +1. 3 15. 4 (1998) 1938 

浜松 17.5 +l. 2 17. 4 (2004) 1882 

静岡 17.6 + 1. 1 17. 5 (2004) 1940 
二島 +1. 0 16. 9 (2004) 1930 

横浜 +1. 1 16. 9 (2004) 1896 

館山 16.8 = I +0.9 16. 8 (2004) 1968 15. 9 I 
勝浦 16.8 +1. 1 16. 5 (1990) 1906 

千葉 16.8 =I +l. 1 16. 8 (2004) 1966 

日光 8.o =I +1. 1 8. 0 (1998) 1944 

米子 +1. 1 16. 1 (1998) 1939 

鳥取 16.o = I + 1. 1 16. 0 (1998) 1943 

豊岡 +1. 1 15. 4 (2004) 1918 

京都 +1. 2 17. 1 (1998) 1880 

彦根 +l. 1 15. 8 (1998) 1893 

下関 +l. 0 17. 7 (2004) 1883 

姫路 +I. 1 16. 3 (1998) 1948 

神戸 +1. 1 17. 8 (2004) 1896 

奈良 +l. 1 16. 0 (1998) 1953 

平戸 17. 1 -= +1. 0 17. 1 (2007) 1940 

福岡 18. 1 -= + 1. 1 18. 1 (1998) 1890 

佐世保 18. 0 +1. 0 17. 9 (2007) 1947 

佐賀 17. 9 +l. 4 17. 8 (1998) 1891 

日田 16.8 +l. 4 16. 7 (1998) 1942 

大分 17.6 +l. 2 17. 4 (2007) 1887 

延岡 17. 7:. +l. 1 17. 7 (1998) 1961 16.6 I 
松山 17.6 = +1. 1 17. 6 (1998) 1890 

高松 17. 5 .: +1. 2 17. 5 (1998) 1941 

宿毛 18.2 +1. 3 18. 1 (1998) 1943 

名瀬 22.6 = +1. 0 22. 6 (1998) 1897 

西表島 24.8 +1. 1 24. 5 (1998) 1955 

(15) 



父島 24.2 +l. 0 24. 0 (1998) 1968 

2 山形 12. 7 = +l. 0 12. 9 (1990) 1889 

輪島 14. 3 = +O. 8 14. 5 (2004) 1929 13.5 I 
相）11 14.6 +O. 7 14. 7 (2004) 1911 

金沢 15. 7 +1. 1 15. 8 (2004) 1882 14.6 I 
宇都宮 14.a = I +l. 0 14. 9 (2015) 1890 13. s I 
甲府 15. 7 +1. 0 15. 8 (2004) 1894 

伊良湖 +1. 1 17. 2 (2004) 1947 

御前崎 17.3 = I +0.9 17. 5 (2004) 1932 16.4 I 
大島 17.0 +O. 9 17. 1 (2004) 1938 

松江 15.9 +l. 0 16.0 (1998) 1940 

境 +l. 0 16. 2 (1998) 1883 

舞鶴 +l. 0 15. 6 (2004) 1947 

萩 16. 5 = +l. 0 16. 7 (1998) 1949 

浜田 16.4 +O. 9 16. 5 (1998) 1893 

津山 14. 7 +l. 0 14. 9 (1998) 1943 

広島 17.2 = +O. 9 17.6 (1998) 1879 

呉 17. 2 +1. 0 17.4 (1998) 1894 

福山 16.4 +1. 0 16.6 (1998) 1942 15.4 I 
和歌山 17. 7 +1. 0 18. 0 (1998) 1879 16. 1 I 
潮岬 18. 2 +l. 0 18. 5 (1998) 1913 

山口 16.5 +l. 1 16. 7 (1998) 1966 1s. 4 I 
厳原 16.6 = I +O. 8 16.8 (1998) 1886 

飯塚 16. 7 +l. 0 16. 8 (1998) 1935 

長崎 18. 1 +0.9 18. 4 (1998) 1879 

雲仙岳 13.8 +l. 0 13. 9 (1998) 1924 

熊本 18.0 = j +1. 1 18. 2 (1998) 1890 

阿久根 18. 2 +1. 0 18. 4 (1998) 1939 

人吉 16. 7 +1. 2 16.8 (1998) 1943 

鹿児島 19.6 +l. 0 19.8 (1998) 1883 

都城 17. 7 +1. 2 17.8 (1998) 1942 

宮崎 18.6 +1. 2 19.2 (1998) 1886 

枕崎 19. 1 +l. 0 19. 2 (1998) 1923 

油津 19.0 +0.8 19. 5 (1998) 1949 

屋久島 20.3 = +0.9 20. 6 (1998) 1938 

種子島 20.5 +O. 9 21. 2 (1998) 1948 

牛深 18. 9 +O. 9 19. 2 (1998) 1950 

多度津 17. 2 +1. 0 17. 4 (1998) 1892 

宇和島 17.9 + 1. 1 18. 1 (1998) 1923 

高知 18. 1 +l. 1 18. 2 (1998) 1886 11.0 I 
徳島 17.6 +1. 0 17. 7 (1998) 1892 

清水 19. 2 +1. 0 19.5 (1998) 1940 

室戸岬 17.6 +0.9 18. 0 (1998) 1921 

与那国島 24. 7 +O. 9 24. 8 (1998) 1956 

石垣島 25. 3 +1. 0 25.4 (1998) 1896 

宮古島 24. 6 +1. 0 24. 8 (1998) 1938 23.6 I 
久米島 24. 1 +1. 2 24. 2 (1998) 1958 

那覇 24. 1 +1. 0 24. 4 (1998) 1910 

名護 23.6 +1. 0 23. 8 (1998) 1966 

沖永良部 23.3 +O. 9 23. 6 (1998) 1969 

南大東島 24.4 +l. 1 24. 7 (1998) 1942 

大船渡 12. 3 +1. 0 12. 5 (2015) 1963 

新庄 +0.9 11. 9 (1990) 1957 10. 1 I 
秋田 +O. 8 12. 7 (2015) 1882 11. 7 I 
盛岡 11. 2 +1. 0 11. 6 (2015) 1924 10. 2 I 
酒田 13. s = I +O. 8 13. 7 (1990) 1937 

仙台 13.5 +1. 1 13. 7 (2015) 1926 12.4 I 

(16) 



石巻 +O. 9 12. 7 (1990) 1888 11. 6 

新潟 14.s = I +0.6 14. 9 (1990) 1886 13. 9 

高田 +O. 9 14. 6 (2004) 1922 13. 6 

軽井沢 +O. 9 9. 2 (2004) 1925 8. 2 

熊谷 15.9 +O. 9 16. 1 (2004) 1896 15. 0 

秩父 +O. 9 14. 1 (2015) 1926 13. 1 

津 16. 9 +1. 0 17. 2 (1998) 1890 15.9 

尾鷲 17.0 +0.9 17. 1 (2004) 1938 16. 1 

網代 +O. 7 17. 0 (2004) 1937 16.0 

大阪 17. 7 = I +0.8 17. 9 (2004) 1883 16. 9 

洲本 16. 2 = I +O. 7 16. 7 (1998) 1919 15.5 

福江 17. 6 +0.8 17. 9 (1998) 1962 16.8 

年平均気温低い方からの順位更新
3位以内はなし

年降水量多い方からの順位更新
イトーーー『→

｜順位｜ 地点名 降水量 ｜平年比 これまでの最大｜開始年｜平年値

mm % mm （西暦年） 皿E

十ーーーーーーーーーーーム ＋一一一一

室戸岬 3537. 0 152 I 3501. 6 (1949) 1920 I 2326. i I 
＋一一一一＋ ＋一一一一→

網走 1206. 0 153 I 1231. 4 0912) 1889 

十一一一一＋

雄武 1249. 0 144 I 1373. 9 <1955) 1942 

釧路 1498.0 144 I 1103. 9 (1920) 1910 I 1042.9 I 
紋別 1088.0 134 I 1239. 3 <1966) 1956 

平戸 3152. 0 149 I 3224. 5 0912) 1940 I 2109. 3 I 
福岡 2420. 5 150 I 2976. 5 <1980) 1890 I 1612. 3 I 
飯塚 2520. 0 143 I 2861. 5 <1980) 1935 

佐世保 2765. 5 142 I 2901. 6 <1957) 1946 

佐賀 2586. 0 138 I 2643. 1 <1953) 1890 1870. i I 
都城 3619. 0 146 4065. 5 (1993) 1942 

ー一一←ー 十一一ーーーーーー＋ーーーーーーー..... 

年降水量少ない方からの順位更新
3位以内はなし

年間日照時間多い方からの順位更新

｜順位｜ 地点名 日照時間｜平年比｜これまでの最大｜開始年｜平年値

h % I h （西暦年）

2 I 新庄 1512.9 I 114 I 1540. 2 (1984) 

年間日照時間少ない方からの順位更新
3位以内はなし

平年値（＊）は目別平年値を平均・合計したものである。

h 

1958 I 1323.o I 

平年値とは 1981～2010年の 30年間の値を平均したものである。

(17) 



佐世保市水道用貯水池の貯水状況表

水系lダム名l有効貯水量 l現在貯水量 l貯水率l前日との比較増減

平成28年9月2日（金）現在

前年同日

貯示亘寸貯水率
降雨量

山の田1 551 干m 31 549.240 m 31 99.7%1 0 m 31 0.0%1 4.0mml 551,000 m 31 100.0% 

菰田 I1.462 干m 3 I 1.447.374 m 31 99.0%1 3.705 m 3.1 0.3%1 9.0mml 1.462,000 m 3 I 100.0% 

川谷 I1.610 干m・3 I 1.497,385 m 31 93.0%1 ム 5,897 m .31ム0.4弘l 1.5mml 1,382,666 m 3 I 85.9弘
北部I・--..…”・ト…ー…一一寸｝……………一向j”……ートー…一四日間…一寸ト一一一・・4一一一一－－f. • I 

相当 1 400 干m "I 396.143 m "I 99.0%1 ム 2.155m "Iム0.6%1 3.5mml 400,000 m "I 100.0% 

233 干m 3 
3・ ・・・－・・叫，．．．，，．一………－－－… --・・・-・・-・・-一一一一一一－－

転石 231,888 m 99.5% ム 278 m 3 ム0.1% 4.5mm 233 000 00.0% 

小計
3 3 3 

.t.0.1覧 ／／  
3 

4,256 千m 4,122,030 m 96.9略 £:.. 4,625 m 4,028,666 m I 94.7% 

南部｜下の原
3 3 3 

.t.0.2% 
3 

2,182 千m 1,533,200 m 70.3% £:.. 5,300 m 1.0mm 2, 1 a2,ooo m I 100.0% 

合計
3 3 3 

.t.0.2% ／／／  
3 

6,438 干m 5,655,230 m 87.8% .ti. 9,925 m 6,210,666 m 96.5% 

※このデータlま午前9時ごろのデータです。

貯水率は水道局開庁日のみの更新です。

最新のデータが表示されない場合はお使いのブラウザの更新ボタンを

押して最新のデータを読み込んでください。

I ~：~ I 6s,206 m 31 貯水率
1000% 

90.0% 

80.Dlo 

70 0唱

60.0% 

50司O首

40.0唱

300% 

降雨状況

月初日～2目までの降雨量

4.0mm 
北部（山の田浄水場）

月初日～2日までの降雨量

1.0mm 
南部（広田浄水場）

過去30年間の9月の平鈎降雨量

202.3mm 
（佐世保測候所）

N
い

出

活

ω

C
山
出



過去30日間の推移
貯水率 降雨量（※前日24時間の降雨量）

北部 南部
前日の

北部 南部 合計 配水量

（山の困浄水場） （広田浄水場）

平成28年 'I; 8/4 95.5% 90.8% 93.9% O.Omm O.Omm 74,369 rri 

8/5 95.4% 90.2% 93.6% 10.5mm 1.5mm 74193 rri 

~ 8/6 95.4% 89.7% 93.5% 0.5mm O.Omm 73 303 rri 

8/7 95.3% 89.1% 93.2% O.Omm O.Omm 73 488 rri 

( 8/8 95.2% 88.3% 92.9% O.Omm O.Omm 71 696 rri 

冒 8/9 95.1% 87.7% 92.6% O.Omm O.Omm 75,439『，，

~ 8/10 94.8% 86.8% 92.1% O.Omm O.Omm 75 059『，，

ー

8/11 94.7% 85.9% 91.7% O.Omm O.Omm 75,630 rri 

ー

8/12 94.5% 84.8% 91.2% O.Omm O.Omm 74,978 rri 

ー

8/13 94.2% 84.0% 90.7% O.Omm O.Omm 76 472 rri 

邑 8/14 94.0% 83.2% 90.3% O.Omm O.Omm 74 547 rri 

’』 8/15 93.9% 82.2% 89.9% O.Omm O.Omm 72 637 rri 

・ー
8/16 94.6% 81.3% 90.1% 43.0mm 15.0mm 71,949『，，

’ 
8/17 95.1% 80.8% 90.2% O.Omm O.Omm 71,629 rri 

’ 
8/18 94.4% 80.0% 89.5% O.Omm O.Omm 74 664 rri 

ー

8/19 94.2% 79.0% 89.0% O.Omm O.Omm 74 440 rri 

‘ 
8/20 94.2% 78.3% 88.8% 4.5mm O.Omm 74,766 rri 

, 8/21 93.9% 77.1% 88.2% O.Omm O.Omm 72181 rri 

l 8/22 93.6% 76.2% 87.7% O.Omm O.Omm 72,008 rri 

‘ 
8/23 93.5% 75.2% 87.3% O.Omm O.Omm 75,266 rri ． 8/24 93.2% 74.3% 86.8% O.Omm O.Omm 75,967 rri 

‘ 
8/25 92.9% 73.4% 86.3% O.Omm O目Omm 74 396 rri 



100.0% 

90.0覧

80.0覧

70.0% 

60.0% 

50.0% 

40.0% 

30.0百

ーー

8/26 

’h 
8/27 

’ 
8/28 

邑 8/29 

ー

8/30 ． 8/31 

’ 
9/1 

9/2 

92.6% 72.6% 85.8% O.Omm 

92.3% 71.8% 85.3% O.Omm 

92.1% 70.9% 84.9% O.Omm 

97.2% 71.1% 88.4% 81.0mm 

97.5% 70.8% 88.4% O.Omm 

97.3% 70.7% 88.3% O.Omm 

97.0% 70.5% 88.0% 0.5mm 

96.9% 70.3% 87.8% 4.0mm 

過去30日間の貯水率推移

O.Omm 

1.5mm 

3.0mm 

54.5mm 

O.Omm 

O.Omm 

O.Omm 

1.0mm 

74,663『Ti

73,546 ni 

70,036 ni 

64,940『Ti

70,138 ni 

69,806『Ti

71 022 ni 

68 206 ni 

ーー北部貯水率

ーー南部貯水率

ー一合計貯水率

8/5 8/7 8/9 8/11 8/13 8/15 8/17 8/19 8/21 8/23 8/25 8/27 8/29 8/31 9/2 
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